
１．合格ラインについて，特に記載の無いものは，６０点以上を合格とします。 

２．定期試験について，特に記載の無いものは，評価配分を均等とします。（【例】年４回定期試験を実施した場合の各定期試験の評価配分は，特に記載の無いものは，２５％ずつになります。） 

 

科   目 必・選 担 当 教 員 学年・学科 単位数 授 業 形 態 

材料強度学 

（Strength & Fracture  

of Materials） 

選 樫原 恵蔵 
５年生 

機械工学科 

学修単位 

２ 

後期 

週２時間 

授業概要 機械材料の変形および破壊の駆動力、引張強度、疲労強度および高温強度について学習する。 

到達目標 

（１）金属材料の破壊形態を説明することができる。 

（２）材料の強さとは何か、および破損の機構とは何かを説明できる。 

（３）材料の強度を定量的に評価できる方法を説明できる。 

評価方法 

試験７０％、授業ノートやレポート３０％で評価する。総合評価６０点以上を合格とする。 

各回、授業内容に関する課題を出席者に与える。 

遅れてのレポート提出は原則として受け付けない。 

教科書等 

教科書：材料強度，大路、中井，コロナ社 

参考書：金属の疲労と破壊，加納他，内田老鶴圃 

       演習・材料強度学入門，砂田久吉，大河出版 

 内  容 （１回の自宅演習は２００分を目処にする。） 学習・教育目標 

第 １回  

第 ２回  

第 ３回  

第 ４回  

第 ５回  

第 ６回  

第 ７回  

第 ８回  

第 ９回  

第１０回  

第１１回  

第１２回  

第１３回  

第１４回  

第１５回  

 

授業の進め方、材料強度学とは？材料強度のばらつき              

最大主応力説、最大せん断応力説、せん断エネルギー説、   

応力拡大係数、エネルギー開放率 

小規模降伏、引張強度の定義 

破壊の形態、粒内破壊のモデル、せん断破壊強度 

ひずみ解放 

単位軸応力下での塑性変形 

静的破壊靱性、破壊靱性試験法 

疲労強度の定義と特徴                  中間試験                     

疲労限度に及ぼす温度の影響 

変動応力下の疲労寿命 

切り欠き材の疲労強度、疲労破壊のメカニズム 

疲労き裂の伝播の下限界 

高温強度の定義と特徴 

クリープ変形及び破壊のメカニズム、高温疲労       期末試験 

          

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

(自宅演習) 

 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

C-1 

 

    

（特記事項） 

 

JABEEとの関連 

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

本校の学習 

・教育目標 

A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 

   ◎       



授業内容 

 

【第１週】 

オリエンテーション、材料強度を評価する意義を説明します。 

 

【第２週】 

材料が破損する条件を最大主ひずみ説、最大せん断応力説、せん断ひずみエネルギー説から説明します。 

 

【第３，４週】 

き裂を有する無限、半無限大材料の破壊が応力拡大係数で表すことができること、および応力拡大係数が適用でき

るき裂先端の小規模降伏について説明します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

材料強度，大路、中井，コロナ社より 

【第５～８週】 

材料がせん断変形するのに必要な応力、へき開破壊およびせん断破壊するのに必要な応力を説明します。 

き裂を有する完全脆性体の破壊に必要な応力を説明し、応力拡大係数と塑性エネルギーとの関係を明らかにします。 

金属材料を引張変形したときの変形抵抗の特徴およびメカニズムについて説明します。変形抵抗に及ぼすひずみ速

度および試験温度の影響、破壊靱性値と降伏応力の関係、破壊靱性値が板厚に敏感であることを説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             材料強度，大路、中井，コロナ社より 

【第９～１３週】 

疲労試験に必要な語句、平滑材を疲労試験したとき

の応力振幅と繰り返し数との関係、疲労におけるき

裂の伝播および破面に見られる模様を説明します。

疲労限度に及ぼす平均応力の影響および低サイク

ル疲労の特徴などを説明します。 

 

【第１４，１５週】 

高温強度（クリープ強度,破壊メカニズムなど）

について説明します。 


